
熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 バイオメカニクス
科目基礎情報
科目番号 CI506 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 制御情報システム工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 林紘三郎，バイオメカニクス入門，コロナ社
担当教員 野尻 紘聖
到達目標
１．「固体力学の基礎」と「人間の生体組織の構造や組成」について，教科書に取り上げられた図表や理論（数式）を説明でき，簡単な計算問
題が解け，実験やソフトウェアを用いた数値解析とそれらの考察ができる．
２．「流体力学の基礎」と「生体における流れ現象」について，教科書に取り上げられた図表や理論（数式）を説明でき，簡単な計算問題が解
け，実験やソフトウェアを用いた数値解析とそれらの考察ができる．
３．「運動力学の基礎」と「からだの力学」について，教科書に取り上げられた図表や理論（数式）を説明でき，簡単な計算問題が解け，実験
やソフトウェアを用いた数値解析とそれらの考察ができる．
４．「熱力学の基礎」と「生体における熱に関わる現象」について，担当教員が提示する図表や理論（数式）を説明でき，簡単な計算問題が解
け，実験やソフトウェアを用いた数値解析とそれらの考察ができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目１
到達目標に挙げたことに加え，応
用的な計算と数値解析や実習に対
する深い考察ができる．

到達目標に挙げたことができる． 到達目標に挙げたことができない
．

評価項目２
到達目標に挙げたことに加え，応
用的な計算と数値解析や実習に対
する深い考察ができる．

到達目標に挙げたことができる． 到達目標に挙げたことができない
．

評価項目３
到達目標に挙げたことに加え，応
用的な計算と数値解析や実習に対
する深い考察ができる．

到達目標に挙げたことができる． 到達目標に挙げたことができない
．

評価項目４
到達目標に挙げたことに加え，応
用的な計算と数値解析や実習に対
する深い考察ができる．

到達目標に挙げたことができる． 到達目標に挙げたことができない
．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

　バイオメカニクス（生体力学）とは，生理学，解剖学，力学 (物理学) の知見を参考に，力強い動き・巧みな動き・効
率的な動きなど，身体運動の仕組みを解析する学問である．
　生体組織の構造を理解し，バイオメカニクス分野の開発および研究実施に必須の機械工学の四力学（運動力学・材料
力学・流体力学・熱力学）の知識から生体内で起こる現象や生体の運動を工学的に表現し，四力学に関する代表的な実
験や数値解析とそれらの結果に対して考察することで，さまざまな分野に応用できる力を身に付けてもらう．

授業の進め方・方法

1．生体組織の構造と役割や力学と生体現象および運動について，座学と演習により理解する．
2．生体運動の計測方法と分析・評価について理解し，実践する．

取り上げるキーワードの概要を理解し，それらを組み合わせて自分の言葉で説明できるように考える．
頭を働かせながら身体の各部を動かし，目的意識を持って学習する．

注意点

・90分の授業に対して90分程度に相当する放課後・家庭での自学学習，およびレポート課題を課す．
・数学（ベクトル，行列，微分方程式など），物理（物体の運動），4年次開講の生物学などの基礎知識も必要とされる
ため，復習が必要である．
・各評価項目ごとに行う実験・演習では，電子回路の製作と評価，MATLABを用いたプログラミングの技術が必要であ
る．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
本教科の学習内容や目標，評価方法について理解でき
る．
バイオメカニクスの意義・定義，歴史，医工学の現状
と将来の動向について説明できる．

2週 生体組織の構造と組成 骨・軟骨および軟組織，関節系，骨格筋，神経系につ
いて，構造・機能・特性を説明できる．

3週 材料（固体）力学の基礎(1) 材料（固体）力学の基礎についての演習問題が解け
，説明できる．

4週 材料（固体）力学の基礎(2) 同上

5週 材料（固体）力学に関する実験 応力とひずみに関する実験およびSolidWorksを用いた
応力解析ができる．

6週 生体組織・細胞の力学特性(1)
生体組織と細胞の力学的特性について理解し，説明で
きる．
力学特性を調べる試験方法と解析法について説明でき
る．

7週 生体組織・細胞の力学特性(2) 同上

8週 前期中間試験 固体力学とそれを生体の力学特性解析に応用した事例
についての基礎問題を解くことができる．

2ndQ

9週 流体力学の基礎(1) 流体力学の基礎についての演習問題が解け，説明でき
る．

10週 流体力学の基礎(2) 同上
11週 流体力学の基礎(3) 同上

12週 生体における流れ現象(1) 生体における流れ現象のなかで重要な問題である血液
の流れについて理解し，説明できる．

13週 生体における流れ現象(2) 同上
14週 生体における流れ現象(3) 同上



15週 前期期末試験 流体力学とそれを生体の流れ現象に応用した事例につ
いての基礎問題を解くことができる．

16週 定期試験答案返却
流体力学に関する実験

オリフィスの流出実験およびSolidWorksを用いた流体
解析ができる．

後期

3rdQ

1週 運動力学の基礎(1) 運動力学の基礎についての演習問題が解け，説明でき
る．

2週 運動力学の基礎(2) 同上

3週 からだの力学(1) 生体の運動と力の関係について，力学の知識をもとに
説明できる．

4週 からだの力学(2) 同上
5週 からだの力学(3) 同上
6週 からだの力学(4) 同上

7週 運動力学に関する演習 MATLABを用いた人の歩行解析プログラムを実現でき
る．

8週 後期中間試験 運動力学とそれを人間の運動に応用した事例について
の基礎問題を解くことができる．

4thQ

9週 熱力学の基礎(1) 熱力学の基礎についての演習問題が解け，説明できる
．

10週 熱力学の基礎(2) 同上
11週 熱力学の基礎(3) 同上

12週 熱力学に関する実験・演習 ペルチェ素子を用いた熱伝導に関する実験および
SolidWorksを用いた熱解析ができる．

13週 生体における熱に関わる現象(1) 温度や熱による生体の現象および影響を理解し，説明
できる．

14週 生体における熱に関わる現象(2) 同上

15週 後期期末試験 熱力学とそれを人間のからだに応用した事例について
の基礎問題を解くことができる．

16週 定期試験答案返却
学修総まとめ

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 小テスト レポート 合計
総合評価割合 60 10 30 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 60 10 30 100
分野横断的能力 0 0 0 0


